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研 究 課 題     ： 水草水槽における水質浄化の分析                       

  （英文） Analysis of water purification in aquatic plants aquarium                                      

 

研 究 概 要      ： 

（研究課題を選んだ動機、達成するための計画・目的・方法等について 200～400 字で記入してください） 

【目的】水草水槽内の水質を浄化するための要素、条件を研究する。                     

【動機】以前の研究により、水槽の水は川の水に比べて COD が高く、有機物が多いため水が汚れているこ

とが分かった。汚水を浄化することが必要と考えられたため、水槽内のバクテリアの増殖が見込まれるウル

トラファインバブル、栄養素の添加で浄化できるのか研究した。                                    

【方法】約一ヶ月の間水槽のフィルターにウルトラファインバブル発生装置をつけ、水槽の水をウルトラフ

ァインバブルにした。その後、ObnizBoard 1Y というプログラミングのできる開発ボードを用いて遠隔操作

可能な自作栄養素添加装置を使い、水槽に栄養素を添加した。本研究をした水槽にはさまざまな種類の水草

を植え、生体も適正数飼育した。ウルトラファインバブルや栄養素以外の水質の影響を受けないように pH、

硬度の変化があまりない石、バクテリアが住み着きやすい多孔質の溶岩を用いた。                                          

 

研 究 成 果      ： 

（研究の結果概要、結果に対するフィードバックや感想等について 200～400 字で記入してください） 

【結果】水草水槽内にウルトラファインバブルを用いた結果、水槽内の植物プランクトンが増殖し水槽の水

が緑色となった。自作栄養素添加装置は、手動のオンオフの切り替えもしくは自動的に一定期間のオンオフ

どちらも可能にした。クラウド経由で装置に遠隔操作するため、インターネットが使える全ての範囲から操

作することができた。                                           

【考察】水槽内の植物プランクトンが増殖した原因は、ウルトラファインバブルにはマイナスイオンが含ま

れているためプラスイオンの栄養素を引きつける効果があるためではないかと考えられる。                                           

【感想】ウルトラファインバブル及び IOT を用いた研究を通して新たな農業の可能性を感じた。スマート農

業という新しい形の農業に本研究で用いたウルトラファインバブル、IOT を用いることでより良いものにな

るのではないかと思う。                             
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研究成果写真      ： 

（研究過程がわかる写真や、研究結果がわかる写真などを数点貼り付けてください） 

 

 
実験を実施した水槽 

 

 
プログラミングを用いて作成した自作栄養素添加装置 

 

 

装置の開発画面 

以上 

 


